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関西電力株式会社、株式会社 ニュ
ージェック 

平成 13年度

⑤ベトナム・ニョークエ水力発電所建設

事業に係る F/S調査 
九州電力株式会社、西日本技術開

発株式会社  
平成 17年度

⑥ベトナム・ナムムック水力発電所建設

事業建設事業に係る F/S調査 
九州電力株式会社，西日本技術開

憤鬜憄赧 「

技術・経済・財務及び社会・環境面

からの評価を行うことによりプロジェクトの実施可能性を検討するもの」と位置づけられている。 

JETRO調査後のプロセス 
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代替案の検討 
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２） 調査項目 
・ 現在のスキームのままで、環境社会影響に関する結論を出すことは困難であり、むしろ危険で

ある。スコーピングの実施を徹底することが現実的である。アウトプットとしては、次なる本

格調査に向けた調査項目の提案。 
・ 代替案検討 
・ 環境社会コストをプロジェクト・コストの積算に含めるべき 
 

３）公開 
現段階では、案件選定後のリストの公開（ウェブ上）、調査実施後に要約の公開（ウェブ上）、

報告書本文の公開（JETROのビジネスライブラリ、アジア経済研究所図書館）。 
今後の対応としては、案件選定後、すみやかに個別案件表を公開する（選定前の公開も検討？）

こと、報告書本文の公開の形態などについて検討の必要がある。 
 

４）フォローアップ 
調査案件のその後の状況把握など、ジェトロ側のフォローアップ体制について検討の必要があ

る。 
 

以 上 
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